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宮
城
県「
や
ま
も
と
語
り
べ
の
会
」

宮
古
市
立
田
老
第
一
中
学
校

寄
稿
自
転
車
で
巡
る
第
１
分
類

「
南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋
」お
か
み
の
阿
部
さ
ん

市
民
と
共
に
乗
り
越
え
た
複
合
災
害
福
島
県
相
馬
市

気
仙
沼
大
島
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

気
仙
沼
・
道
の
駅「
大
谷
海
岸
」

台
湾
を
対
象
に
し
た「
３
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
」の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

奇
跡
の
一
本
松（
陸
前
高
田
市
）

記
憶
と
記
録
後
世
に
つ
な
ぐ

東
日
本
大
震
災・原
子
力
災
害
伝
承
館



　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
か
ら
直
線
距
離
で
約
４
㌔
の

双
葉
町
中
野
地
区
に
一
昨
年
９
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
原
子
力
災
害

を
中
心
と
し
た
資
料
を
収
集
・
保

全
し
、
一
般
向
け
の
展
示
や
専
門

的
な
研
究
・
研
修
を
行
う
こ
と
で
、

震
災
の
風
化
防
止
と
情
報
発
信
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
双
葉
町
の
大
部
分
は
帰

還
困
難
区
域
と
な
っ
て
い
る
。
同

区
域
の
一
部
に
、
再
び
人
が
住
め

る
よ
う
先
行
的
に
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
む「
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
」で
は
今
年
６
月
以
降
の
住
民
帰

還
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。
同
館

が
あ
る
中
野
地
区
は
比
較
的
線
量

の
低
い
旧
避
難
指
示
解
除
準
備
区

域
で
、
一
昨
年
３
月
に
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
た
。

　

周
辺
に
は
復
興
祈
念
公
園
の
他
、

企
業
を
誘
致
す
る
た
め
の
産
業
団

地
の
造
成
な
ど
が
進
み
、
多
く
の

工
事
車
両
が
行
き
交
う
。

　

館
内
は
７
面
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

を
使
っ
た
プ
ロ
ロ
ー
グ
シ
ア
タ
ー

の
他
、「
災
害
の
始
ま
り
」か
ら「
復

興
へ
の
挑
戦
」ま
で
五
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
か
れ
て
い
る
。
震
災
前

の
平
穏
な
日
常
か
ら
地
震
と
津
波
、

続
く
原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
・

事
故
後
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま

で
の
経
過
を
時
系
列
で
た
ど
る
構

成
だ
。

　

被
災
者
が
語
る
証
言
映
像
や
災

害
の
爪
痕
を
残
す
数
々
の
遺
物
、

写
真
パ
ネ
ル
や
模
型
な
ど
を
通
じ
、

当
時
町
民
が
置
か
れ
た
状
況
を
体

感
で
き
る
。
展
示
エ
リ
ア
に
は
解

説
員
数
人
が
常
駐
し
、
来
館
者
の

質
問
に
応
じ
て
い
る
。

　

毎
日
4
回
、
震
災
と
原
発
事
故

を
経
験
し
た
地
域
住
民
に
よ
る
語

り
部
講
話
を
開
催
。
各
40
分
ほ
ど

の
講
話
で
、
個
人
の
体
験
か
ら
震

災
の
教
訓
、
町
の
復
興
状
況
、
未

来
へ
の
思
い
な
ど
が
語
ら
れ
る
。

　

語
り
部
の
中
に
は
20
代
前
半
の

若
手
数
人
が
在
籍
。
津
波
が
来
た

時
の
恐
怖
や
原
発
事
故
に
よ
っ
て

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
自
ら
の

経
験
を
、
子
ど
も
の
目
線
で
ど
う

感
じ
た
か
率
直
に
伝
え
て
い
る
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は「
震
災
遺
構

浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
」の
開
館
に

合
わ
せ
、「
浪
江
町
展『
浪
江
町
の

学
校
と
震
災
』」と
題
し
た
展
示
を

開
催
し
て
い
る
。

　

請
戸
地
区
の
空
撮
動
画
や
写
真
、

請
戸
小
の
黒
板
に
残
さ
れ
て
い
た

自
衛
隊
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
震
災
後

に
閉
校
し
た
九
つ
の
町
立
学
校
の

歴
史
資
料
な
ど
が
並
ぶ
。
震
災
当

時
、
請
戸
小
の
音
楽
室
に
あ
り
、

津
波
に
よ
る
流
失
を
免
れ
た
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

浪
江
町
展
は
観
覧
無
料
だ
。

　
「
震
災
遺
構　

浪
江
町
立
請
戸
小

学
校
」は
同
館
か
ら
も
校
舎
が
見
え

る
。
震
災
の
脅
威
を
改
め
て
思
い

出
す
場
と
し
て
、
併
せ
て
訪
れ
て

み
た
い
。

　

開
館
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
入
館
午
後
４
時
30
分
）。
入

館
料
は
一
般
６
０
０
円
、
小
中
高

生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
無
料
。

火
曜
、
年
末
年
始
は
休
館
。
連
絡

先
０
２
４
０（
２
３
）４
４
０
２
。
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未
曽
有
の
複
合
災
害
を
経
験
し
た
福
島
県
の
記
憶
と
記
録
を

保
存
し
、
防
災
・
減
災
へ
の
教
訓
と
し
て
未
来
へ
つ
な
ぐ「
東

日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
」。
展
示
や
語
り
部
の
講

話
を
通
し
て
震
災
の
風
化
を
防
ぎ
、
後
世
へ
伝
え
て
い
く
。
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津
波
で
折
れ
曲
が
っ
た
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
か
ら
仮
設
住
宅
の
管
理
人

が
書
き
残
し
た
メ
モ
ま
で
、
東
日

本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館

で
は
１
７
０
点
余
り
の
実
物
資
料

を
展
示
し
て
い
る
。

　

人
が
い
な
く
な
っ
た
場
所
に
取

り
残
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
も
の
は
、

私
た
ち
に
当
た
り
前
の
日
常
が
、

あ
る
日
突
然
消
え
て
し
ま
う
怖
さ

を
語
り
か
け
て
く
る
。

　

実
物
資
料
の
収
集
と
調
査
、
管

理
を
担
う
の
が
学
芸
員
の
瀬
戸
真

之
さ
ん（
45
）。
今
ま
で
に
集
め
た

総
数
は
映
像
や
写
真
を
含
め
て
約

24
万
点
と
い
う
膨
大
な
数
に
上
る
。

　
「
地
理
・
歴
史
、
社
会
的
な
側
面

で
価
値
を
見
い
だ
し
た
物
を
収
集

す
る
。
自
分
が
要
ら
な
い
と
思
っ

た
ら
廃
棄
さ
れ
、
も
う
二
度
と
手

に
入
ら
な
い
。
作
業
に
は
責
任
を

感
じ
る
」と
瀬
戸
さ
ん
。

　

保
管
が
決
ま
っ
た
も
の
は
表
面

の
汚
れ
を
あ
る
程
度
落
と
し
、
カ

ビ
の
発
生
を
防
止
す
る
薫
蒸
処
理

を
施
し
、
写
真
を
撮
っ
て
デ
ー
タ

化
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
程

が
あ
る
。

　

瀬
戸
さ
ん
は
埼
玉
県
出
身
。
前

職
は
福
島
大
教
員
で
地
理
学
を
専

門
と
し
て
い
た
。
２
０
１
７
年
、

福
島
県
か
ら
大
学
へ
実
物
資
料
を

収
集
す
る
依
頼
が
あ
り
、
歴
史
や

社
会
学
を
専
門
と
す
る
教
員
ら
10

人
ほ
ど
で
双
葉
地
域
を
中
心
と
す

る
被
災
地
に
入
っ
た
の
が
、
現
在

の
仕
事
に
就
く
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。

　

収
集
を
始
め
て
間
も
な
い
頃
に
訪

れ
た
、
あ
る
小
学
校
の
光
景
が
今
も

脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
と
い
う
。

　
「
震
災
か
ら
6
年
経
過
し
て
い
た

が
、
教
科
書
や
ラ
ン
ド
セ
ル
は
教

室
に
置
か
れ
た
ま
ま
。
今
に
も
子

ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
だ
っ
た
」

　

当
初
は
淡
々
と
作
業
に
当
た
っ

て
い
た
が
、
や
が
て
一
つ
一
つ
の

も
の
に
宿
る
思
い
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
収
集
物
に
は
２
種
類
あ
る
。
一

つ
は
被
害
を
受
け
た
痕
跡
が
目
に

見
え
て
分
か
る
も
の
。
も
う
一
つ

は
震
災
前
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え

る
も
の
。

　

前
者
は
災
害
の
脅
威
を
伝
え
る

点
で
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
が
、
失

わ
れ
た
町
の
姿
を
記
憶
す
る
資
料

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
も
の
」と
強
調
す

る
。

　

避
難
解
除
の
方
針
が
出
さ
れ
た

双
葉
町
で
は
、
古
い
建
物
の
取
り

壊
し
が
進
め
ら
れ
、
震
災
当
時
を

物
語
る
も
の
が
確
実
に
失
わ
れ
て

い
る
。「
後
世
に
震
災
の
教
訓
と
し

て
残
る
の
な
ら
」と
、
家
を
取
り
壊

す
前
に
収
集
を
依
頼
す
る
町
民
も

い
る
。

　

瀬
戸
さ
ん
は
同
館
の
オ
ー
プ
ン

時
か
ら
、
町
が
変
化
し
て
い
く
様

子
を
定
点
カ
メ
ラ
で
日
々
記
録
し

て
き
た
。「
今
後
、
町
は
目
に
見
え

て
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
過
程
を

記
録
す
る
こ
と
も
大
事
な
仕
事
」と

話
す
。

　

館
内
の
展
示
物
や
説
明
ボ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
言
は
、
来

館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
外
部
か
ら
の

声
な
ど
も
参
考
に
、
随
時
変
更
し

て
い
る
。

　
「
展
示
を
見
て『
こ
ん
な
悲
惨
な

こ
と
が
あ
っ
た
』で
終
わ
ら
せ
ず
、

自
分
事
に
捉
え
て
ほ
し
い
。
一
人

一
人
が
防
災
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
る
場
に
な
れ
ば
」

　

よ
り
伝
わ
り
や
す
い
展
示
を
目

指
し
、
瀬
戸
さ
ん
は
日
々
、
試
行

錯
誤
を
続
け
て
い
る
。
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記憶と記録 後世につなぐ

物
が
発
す
る
思
い
に
耳
傾
け
る

震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
の
瀬
戸
さ
ん

町
の
変
化
を
記
録

「実物資料の収集は難しい面もあるが、やりがいを感じる」と瀬戸さん

展
示
物
に
つ
い
て
解
説
す
る
瀬
戸
さ
ん

地
元
の
中
学
生
が
書
い
た
習
字
と
、津
波
で
流
出
し
た
学
生
か
ば
ん
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山
元
町
に
は
観
光
協
会
の
よ
う

な
ガ
イ
ド
活
動
に
適
し
、
か
つ
下

支
え
す
る
組
織
が
な
か
っ
た
。
町

内
の
各
種
団
体
の
メ
ン
バ
ー
や
町

民
有
志
が
震
災
の
語
り
部
を
行
っ

て
い
た
が
、
基
本
的
な
事
柄
が
統

一
さ
れ
な
い
ま
ま
個
別
の
活
動
が

続
い
た
。

　

町
全
域
を
包
括
し
た
組
織
と

し
て「
や
ま
も
と
語
り
べ
の
会
」は

２
０
１
３
年
11
月
に
発
足
。
被
災

時
の
体
験
や
思
い
を
語
る
こ
と
は

メ
ン
バ
ー
個
々
の
意
思
を
尊
重
し

つ
つ
、
デ
ー
タ
や
客
観
的
情
報
な

ど
基
本
事
項
は
統
一
を
図
っ
た
。

　

震
災
伝
承
は
も
ち
ろ
ん
、
沿
岸

部
の
記
憶
、
古
里
の
自
然
や
歴
史
、

山
元
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
町
内
外

に
発
信
し
、
後
世
に
残
す
こ
と
が

活
動
の
目
的
だ
。
発
足
以
来
、
渡

辺
修
次
さ
ん（
70
）が
会
長
を
務
め

る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
主
に
活
動

す
る
の
は
約
15
人
。
メ
ン
バ
ー
の

中
に
は
埼
玉
県
の
人
も
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
前
は
定
期
的
に
通
っ
て
い

た
。
も
と
も
と
山
元
町
に
何
回
か

足
を
運
び
、
語
り
部
ガ
イ
ド
を
聞

い
て
い
る
う
ち
、
自
身
が
案
内
で

き
る
ま
で
覚
え
た
と
い
う
。

　

メ
ン
バ
ー
の
中
で
最
年
少
の
中

学
３
年
生
か
ら
20
代
ま
で
の
７
人

は
防
災
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
。

渡
辺
さ
ん
は
町
内
の
山
下
中
校
長

在
職
時
に
震
災
に
遭
い
、
生
徒
４

人
を
失
っ
た
。
若
者
に
今
後
の
震

災
伝
承
を
託
す
上
で
も
防
災
・
減

災
の
学
習
は
大
切
と
い
う
熱
い
思

い
が
あ
る
。

　

会
は
任
意
組
織
の
ま
ま
だ
が
、

で
き
る
だ
け
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。
主
な
収
益
は
ガ
イ

ド
料
。
備
品
購
入
や
若
者
の
防
災

士
資
格
取
得
の
全
額
助
成
な
ど
に

充
て
て
い
る
。

　

昨
年
３
月
11
日
の
新
聞
報
道
で
、

被
災
３
県
の
若
年
層
が
震
災
時
の

記
憶
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
家
庭
で

自
ら
は
話
さ
な
い
人
が

約
４
割
、
親
世
代
も
子

ど
も
に
伝
え
な
い
人
が

３
割
を
超
え
る
調
査
結

果
が
出
た
。
震
災
の
記

憶
の
風
化
が
懸
念
さ
れ

る
か
ら
こ
そ
、
会
で
は

若
者
の
育
成
に
力
を
入

れ
、
町
内
の
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
防
災
士
資

格
取
得
を
協
力
す
る
考

え
。

　

山
元
町
は
１
９
３
３

年
の
昭
和
三
陸
地
震
津

波
に
も
遭
っ
た
。「
私

は
そ
の
事
実
を
知
ら

な
か
っ
た
」と
町
内
出

身
の
渡
辺
さ
ん
。「
自
分
た
ち
の
町

の
歴
史
や
地
形
を
学
び
、
繰
り
返

さ
れ
る
被
災
で
得
た
教
訓
を
記
憶

に
と
ど
め
、
実
践
し
、
伝
え
る
こ

と
が
次
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
す
べ
に
な
る
の
で
は
」と
語

る
。

　
「
山
元
町
震
災
遺
構　

中
浜
小
学

校
」の
北
側
。
ポ
ー
ル
の
頂
上
か
ら

地
面
に
向
け
て
張
ら
れ
た
ロ
ー
プ

に
、
無
数
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
が

は
た
め
く
。
会
が
取
り
組
む「
黄
色

い
ハ
ン
カ
チ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

ハ
ン
カ
チ
に
は
来
訪
者
の
思
い
や

伝
え
た
い
こ
と
、
縁
・
絆
に
ち
な

ん
だ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い

る
。「
こ
う
し
た
思
い
を
全
国
に
広

げ
た
い
」。
渡
辺
さ
ん
は
き
ょ
う
も

空
を
見
上
げ
る
。
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地
域
と
防
災
を
学
び
震
災
伝
承

地
域
と
防
災
を
学
び
震
災
伝
承

宮
城
県「
や
ま
も
と
語
り
べ
の
会
」

　
宮
城
県
山
元
町
の「
や
ま
も
と
語
り
べ
の
会
」は
、
一
昨
年
９

月
に
一
般
公
開
が
始
ま
っ
た「
山
元
町
震
災
遺
構
　
中
浜
小
学

校
」を
拠
点
に
、
町
内
の
被
災
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
ガ
イ

ド
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
町
外
か
ら
の
来
訪
者
は
も
ち
ろ

ん
町
民
に
も
震
災
伝
承
の
み
な
ら
ず
、
古
里
の
良
さ
や
防
災
知

識
を
伝
え
る
こ
と
が
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

お話を伺った方
会長の渡辺修次さん

先
人
の
思
い
を
胸
に
伝
承
活
動

旧
山
下
駅
跡
の
山
元
町
慰
霊
施
設「
大
地
の

塔
」を
案
内
す
る
渡
辺
さ
ん

「山元町震災遺構 中浜小学校」の北側ではためく黄色いハンカチ



　
「
防
浪
堤
を
仰
ぎ
み
よ　

試
練
の

津
波
幾
た
び
ぞ　

乗
り
こ
え
た
て

し
わ
が
郷
土　

父
祖
の
偉
業
や
跡

つ
が
ん
」

　

田
老
一
中
の
校
歌
３
番
の
歌
詞

に
は
、
津
波
の
被
害
を
何
度
も
乗

り
越
え
て
き
た
古
里
の
先
人
を
称

え
、
そ
の
精
神
を
未
来
へ
受
け
継

ぐ
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
田

老
地
区
は
総
延
長
２・５
㌔
、
海
面

か
ら
の
高
さ
10
㍍
の
巨
大
な
防
潮

堤
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。

震
災
時
は
津
波
が
防
潮
堤
を
超
え
、

堤
体
そ
の
も
の
を
破
壊
。
同
校
は

校
舎
１
階
が
浸
水
し
た
。

　

田
老
一
中
で
は
入
学
直
後
か
ら

の
復
興
教
育
に
力
を
入
れ
、
そ
の
校

内
拠
点
と
し
て
２
０
１
２
年
、
震

災
資
料
展
示
室「
ボ
イ
ジ
ャ
ー
」を

開
設
し
た
。
生
徒
た
ち
の
震
災
の

風
化
を
防
ぎ
、
田
老
の
出
身
者
と

し
て
伝
承
し
て
も
ら
う
狙
い
も
あ

る
。
震
災
直
後
の
写
真
や
、
子
ど

も
た
ち
の
震
災
か
ら
の
歩
み
、
田

老
に
関
す
る
新
聞
記
事
な
ど
が
数

多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。
在
校
生

は
折
り
に
触
れ
て
展
示
室
を
活
用

し
、
防
災
学
習
で
訪
問
し
た
他
校

の
生
徒
ら
に
も
開
放
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
に
は
校
庭
の
一
角
に

「
田
老
一
中
の
碑

い
し
ぶ
み」が
建
立
さ
れ
た
。

碑
に
は「
防
浪
堤　

あ
っ
て
も
逃
げ

ろ　

高
台
へ　

津
波
が
来
た
ら　

て

ん
で
ん
こ
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。
当

時
の
在
校
生
が
考
え
た
一
文
だ
。

　

生
徒
た
ち
は
交
流
型
の
語
り
部

活
動
と
し
て「
田
老
を
語
り
伝
え
る

会
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
岩
手
県
内
陸
部
や
首
都
圏
な

ど
の
中
学
校
と
の
交
流
の
場
で
、

田
老
地
区
の
震
災
時
の
様
子
や
思

い
な
ど
を
発
表
し
て
き
た
。

　

会
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
が
、

事
前
に
ま
と
め
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、
生
徒
全
員
に

よ
る
被
災
状
況
の
説
明
や
代
表
生

徒
の
体
験
作
文
発
表
、
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
意
見
交
換
、
合

唱
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
、
自
分
た
ち
の
学
び
を
伝
え
つ

つ
、
震
災
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

や
生
活
文
化
の
違
い
に
触
れ
、
お

互
い
に
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高

め
合
っ
て
い
る
。
や
が
て
訪
れ
る

次
の
災
害
か
ら
一
人
一
人
の
命
を

守
る
べ
く
、
教
訓
や
防
災
の
す
べ

を
共
に
考
え
、伝
え
、広
げ
て
い
る
。

5
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災
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明
治
三
陸
地
震
、
昭
和
三
陸
地
震
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災

と
、
幾
度
と
な
く
津
波
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
宮
古
市
田

老
地
区
。
地
域
特
有
の
歴
史
を
背
景
に
、田
老
第
一
中
学
校（
照

井
正
孝
校
長
、
生
徒
58
人
）で
は
、
震
災
前
か
ら
防
災
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
震
災
後
は
生
徒
た
ち
が
被
害
や
教

訓
を
忘
れ
ず
、
世
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
に
感
謝
し
、
伝
承

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

先
人
の
思
い
を
胸
に
伝
承
活
動

先
人
の
思
い
を
胸
に
伝
承
活
動

宮
古
市
立
田
老
第
一
中
学
校

各
地
の
中
学
生
と
交
流

他中学校の生徒の前で堂々と発表

「田老を語り伝える会」の活動に取り組む田老一中の生徒たち



　

２
０
１
９
年
秋
、
名
古
屋
で

開
催
さ
れ
た
防
災
国
体
の
災
害

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
３
・

11
伝
承
ロ
ー
ド
の
発
表
で
広
大
な

地
図
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
た
。
東
北
４
県
に
ま
た
が
る
広

大
な
エ
リ
ア
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
伝
え
て
い
く
こ
と
の
難
し

さ
に
日
々
向
き
合
っ
て
い
る
伝
承

施
設
が
、
手
を
取
り
合
っ
て
防
災

力
の
向
上
を
目
指
す
と
い
う
壮
大

な
構
想
に
触
発
さ
れ
、「
全
部
訪
れ

て
み
た
い
」と
思
っ
た
の
が
、
私
の

自
転
車
巡
り
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら

防
災
・
減
災
の
大
切
さ
を
伝
え
る

業
務
に
15
年
ほ
ど
携
わ
る
中
、
27

年
前
に
交
通
網
が
断
絶
さ
れ
た
神

戸
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、

自
転
車
移
動
が
何
よ
り
も
役
立
っ

た
記
憶
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
。

　

乗
り
換
え
な
ど
が
あ
る
公
共
交

通
機
関
よ
り
、「
ド
ア
ト
ゥ
ー
ド
ア

で
は
自
転
車
が
速
い
」と
国
内
外
ど

こ
に
行
く
と
き
に
も
自
転
車
を
帯

同
す
る
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
日
常
。

こ
の
大
好
き
な
自
転
車
で
の
活
動

が
社
会
貢
献
に
つ
な
が
ら
な
い
か

と
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
仲
間
と
共
に

自
転
車
の
活
動
団
体「
ラ
ン
ド
ナ
ー

プ
ラ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

　

震
災
伝
承
N
W
協
議
会
に
よ
っ

て
登
録
さ
れ
て
い
る
震
災
伝
承
施

設
は
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
数
字
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
よ
う
な

多
く
の
方
に
分
か
り
や
す
い
展
示

6

宮古市浄土ヶ浜の日の出風景は早朝出走のご褒美宮古市浄土ヶ浜の日の出風景は早朝出走のご褒美

　石碑など第1分類の震災伝承施設を八戸市からいわき市まで自転車で巡っ　石碑など第1分類の震災伝承施設を八戸市からいわき市まで自転車で巡っ
た男性がいる。神戸市の森脇裕さん（51）。阪神・淡路大震災の伝承に携わる仕た男性がいる。神戸市の森脇裕さん（51）。阪神・淡路大震災の伝承に携わる仕
事の傍ら、自転車を利用した社会貢献活動にも取り組んでいる。多くの仲間に事の傍ら、自転車を利用した社会貢献活動にも取り組んでいる。多くの仲間に
支えられて乗り切った第1分類巡りの足跡を振り返ってもらった。支えられて乗り切った第1分類巡りの足跡を振り返ってもらった。

第
1
分
類
巡
り
を
走
破
し
た
愛
用
の
自
転
車

震
災
遺
構
を
つ
な
ぐ

壮
大
な
計
画
に
触
発

森脇 裕（Yutaka MORIWAKI）さん
ランドナープラスプロジェクト代表
　兵庫県の「人と防災未来センター」で阪神・淡
路大震災を伝える業務に携わる。世界各国の長
距離サイクリングブルベに参加する実績もある。

寄稿 自転車で巡る第1分類

歴史を超えた情報共有

宮古市浄土ヶ浜の日の出風景は早朝出走のご褒美



施
設
に
分
類
さ
れ
る
半
面
、
第
1

分
類
は
昔
か
ら
の
石
碑
や
看
板
と

い
う
よ
う
に
、
と
て
も
大
切
だ
が

訪
れ
る
に
は
困
難
な
場
所
に
あ
る

の
が
特
徴
だ
。

　

昨
年
7
月
時
点
で
の
登
録
数
は

１
５
０
カ
所
。「
第
1
分
類
は
数
が

多
く
、
実
際
に
完
全
に
把
握
で
き

て
い
な
い
の
が
現
状
な
ん
で
す
よ
」

と
３
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
事
務
局
長

の
原
田
吉
信
さ
ん
。「
機
動
力
の
あ

る
自
転
車
で
の
調
査
が
最
適
」と
私

は
走
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

ま
ず
は
ど
の
よ
う
に
訪
問
し
た

ら
よ
い
か
と
い
う
ル
ー
ト
づ
く
り
。

石
碑
は
小
さ
な
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
な

の
で
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
情
報
が
欲

し
く
、
事
前
に
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー

で
目
標
物
を
確
認
し
な
が
ら
予
定

ル
ー
ト
を
引
く
の
だ
が
、
意
外
に

分
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。

　

つ
な
い
だ
ル
ー
ト
は
八
戸
か
ら

い
わ
き
ま
で
約
１
１
０
０
㌔
程
度
。

東
北
の
風
景
は
出
張
な
ど
で
被
災

地
に
自
転
車
で
訪
れ
る
た
び
、
ど

ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
経
験
か
ら
、

こ
の
震
災
10
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の

映
像
を
残
す
こ
と
に
は
意
味
が
あ

る
と
道
中
ビ
デ
オ
を
回
す
こ
と
に

し
た
の
で
、
い
つ
も
の
夜
間
走
行

は
禁
止
。
現
地
で
間
違
い
な
く
迷

う
こ
と
も
想
定
し
、
設
定
期
間
は

１
週
間
に
し
た
。

　

時
は
コ
ロ
ナ
禍
。
１
度
目
の
挑

戦
は
間
隙
を
縫
っ
て
出
発
地
の
青

森
に
着
い
た
ら
、
全
国
的
な
大
寒

波
で
大
雪
の
た
め
走
行
を
断
念
。

２
度
目
は
直
前
に
発
令
さ
れ
た
緊

急
事
態
宣
言
で
延
期
。
３
度
目
の

正
直
と
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
て
た

の
は
２
０
２
１
年
11
月
11
日
だ
っ

た
。

　

し
か
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
と
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
も

あ
っ
た
。
仕
事
で
得
た
技
術
的
な

知
識
を
駆
使
し
、
記
録
映
像
は

Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
で
外
部
の
方
と
接
続
。

そ
れ
を
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信

す
る
方
法
を
導
入
し
、
現
地
の
オ

ン
ボ
ー
ド
映
像
を
見
な
が
ら
会
話

を
共
有
で
き
た
の
は
何
よ
り
の
財

産
だ
っ
た
と
思
う
。

　

冬
至
に
近
づ
く
こ
の
時
期
、

「
鬼き

め
つ滅
の
刃や

い
ば
」で
は
な
い
が
、
走
れ

る
時
間
は
朝
６
時
か
ら
夕
方
４
時

ま
で
の
10
時
間
前
後
だ
。
私
よ
り

も
早
起
き
で
、
配
信
基
地
局
を
担
っ

て
く
れ
た
矢
田
博
之
さ
ん
は
視
聴

い
た
だ
く
方
が
少
し
で
も
見
や
す

い
よ
う
に
と
神
戸
か
ら
全
行
程
の

ホ
ス
ト
作
業
を
行
っ
て
く
れ
た
。

　

現
地
か
ら
は
地
元
で
復
興
に
携

わ
っ
た
方
や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
仲
間
、

３
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
の
事
務
局
の

方
。
地
域
を
研
究
し
て
い
る
大
学

の
先
生
、
支
援
活
動
に
携
わ
っ
た

メ
デ
ィ
ア
関
係
の
方
や
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
。
メ
ン
バ
ー
内
で
は
遠
く

は
海
外
か
ら
の
接
続
も
含
め
、
タ

イ
ミ
ン
グ
は
ば
ら
ば
ら
な
が
ら
も

総
勢
23
人
の
方
々
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
現
地
映
像
を
共
有
し
た
。

　

実
際
に
走
る
と
、
事
前
に
調
べ

て
い
た
石
碑
な
ど
が
所
々
ご
っ
そ

り
と
移
動
し
、
迷
子
に
な
る
こ
と

も
。
近
く
の
住
民
の
方
に
聞
い
て

も
、
日
常
で
遺
構
に
関
係
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

「
分
か
ら
な
い
」と
い
う
人
も
多
い
。

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
か
ら
は「
衛
星
写
真
を

見
た
ら
、
も
う
少
し
行
っ
た
所
に

赤
い
鳥
居
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
辺

じ
ゃ
な
い
？
」「
ニ
ュ
ー
ス
を
検

索
し
た
ら
国
道
の
反
対
側
へ
集
落

自
体
が
移
転
し
て
い
ま
す
よ
」な
ど

と
、
現
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
巻
き

込
ん
だ
宝
探
し
の
よ
う
な
シ
ー
ン

が
多
々
あ
っ
た
。

　

道
中
も
復
興
の
話
を
伺
う
な
ど
、

最
も
心
に
残
っ
た
の
は
現
地
や
オ

ン
ラ
イ
ン
の
垣
根
を
越
え
、
全
く

異
な
っ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
つ
人
々
が
、
日
常
生
活
で
は
な

か
な
か
体
験
で
き
な
い
、
自
然
災

害
の
歴
史
に
触
れ
る
時
間
を
共
有

で
き
た
こ
と
。

　

防
災
・
減
災
は
、
と
も
す
れ
ば

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
さ

せ
て
く
れ
る
。
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
自
転
車
や
オ
ン
ラ
イ
ン
通
信

な
ど
の
複
合
的
な
要
素
が
加
わ
り
、

一
風
変
わ
っ
た
伝
承
手
段
の
可
能

性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

近
年
、
災
害
伝
承
に
つ
い
て
の

大
切
さ
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

２
０
１
９
年
、
13
年
ぶ
り
に
新
し

く「
自
然
災
害
伝
承
碑
」の
地
図
記

号
が
で
き
た
。「
大
切
な
人
が
亡
く

な
っ
た
事
実
を
決
し
て
無
駄
に
し

な
い
」と
の
思
い
を
後
世
に
残
す
こ

と
で
、「
少
し
で
も
子
孫
の
悲
し
み

を
な
く
し
た
い
」と
い
う
歴
史
を
超

え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
石
碑
な
ど
に

込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

実
際
に
訪
れ
て
み
る
と
、
大
自

然
の
中
で
深
く
先
達
へ
思
い
を
は

せ
つ
つ
、
今
を
丁
寧
に
生
き
る
道

筋
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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宮古市浄土ヶ浜の日の出風景は早朝出走のご褒美

　石碑など第1分類の震災伝承施設を八戸市からいわき市まで自転車で巡っ
た男性がいる。神戸市の森脇裕さん（51）。阪神・淡路大震災の伝承に携わる仕
事の傍ら、自転車を利用した社会貢献活動にも取り組んでいる。多くの仲間に
支えられて乗り切った第1分類巡りの足跡を振り返ってもらった。

景
色
に
溶
け
込
む
か
の
よ
う
に
道
端
に

た
た
ず
む
石
碑
を
発
見

先
達
へ
の
思
い
は
せ
つつ

今
を
丁
寧
に
生
き
て
い
く

Ｉ
Ｔ
駆
使
し
情
報
共
有

何
よ
り
の
財
産
に

オンラインを駆使し、仲間や関係者と情報共有

道中の全行程をスマホでYouTubeライブ配信

第1分類に登録されているのは中央の津波石碑「昭和八年津浪記念碑」（久慈市宇
部町）。右の東日本大震災大津波記念碑は今後登録されるかもしれない



　

津
波
で
町
の
姿
は
一
変
。
当
時
、

公
の
避
難
所
で
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
ホ
テ
ル
は
建
物
の
損
壊
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
多
く
の
住
民
の
避

難
を
受
け
入
れ
た
。
お
か
み
の
阿

部
憲
子
さ
ん（
59
）は
自
身
も
被
災

者
な
が
ら「
皆
さ
ん
を
守
ら
な
く
て

は
、
支
え
な
く
て
は
、
の
一
心
だ
っ

た
」と
振
り
返
る
。

　
「
ホ
テ
ル
が
稼
働
す
る
こ
と
で
精

肉
店
、
鮮
魚
店
、
生
花
店
、
さ
ま

ざ
ま
な
商
店
に
結
び
付
く
。
震
災

以
降
、
人
口
が
一
気
に
減
少
す
る

中
、
交
流
人
口
の
担
い
手
で
あ
る

宿
泊
産
業
の
私
た
ち
が
頑
張
ろ
う

と
奮
い
立
っ
た
」

　

鉄
骨
だ
け
が
残
っ
た
旧
防
災
対

策
庁
舎
な
ど
、
南
三
陸
町
の
生
々
し

い
津
波
の
傷
跡
は
大
き
く
報
道
さ

れ
、
直
後
か
ら
訪
れ
る
人
は
多
か
っ

た
。
団
体
宿
泊
客
の
要
望
で
、
ス

タ
ッ
フ
が「
道
案
内
」と
し
て
バ
ス

に
乗
り
込
み
、
震
災
前
の
様
子
を

語
っ
て
い
た
。
よ
り
多
く
の
人
に

伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
、
宿
泊

客
向
け
に「
語
り
部
バ
ス
」の
活
動

を
始
め
た
。
乗
客
が
た
と

え
１
人
で
も
運
行
す
る
。

　

震
災
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
被

災
地
は
観
光
や
旅
行
の
キ
ー
ワ
ー

ド「
わ
く
わ
く
感
」「
楽
し
み
」が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、

被
災
地
で
の
出
来
事
を
見
聞
き
し

て
も
ら
う
こ
と
が
、
新
し
い
キ
ー

ワ
ー
ド「
学
び
」に
つ
な
が
っ
た
。

　

津
波
が
押
し
寄
せ
た
跡
を
見
た

参
加
者
は
一
様
に
声
を
失
う
。
阿

部
さ
ん
は
修
学
旅
行
で
来
た
子
ど

も
た
ち
に
講
演
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
は
旅
行
後
、
進

ん
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
た

り
、
不
登
校
だ
っ
た
の
が
学
校
に

行
く
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
行
動

に
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
甚
大
な
被
害
を
見
て
、
そ
れ
で

も
な
お
地
域
の
人
が
前
に
進
む
様

子
に
心
を
動
か
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
」と
ほ
ほ
笑
む
。

　
「
震
災
時
は
お
客
さ
ま
の
中
に
関

東
の
方
も
い
た
。
人
は
移
動
す
る
。

い
つ
、
ど
こ
で
自
分
が
被
災
す
る

の
か
分
か
ら
な
い
。
住
ん
で
い
る

場
所
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
」。
小

さ
い
頃
か
ら
家
庭
や
地
域
で
防
災

教
育
に
取
り
組
む
必
要
性
を
説
く
。

　

震
災
か
ら
11
年
。
町
内
の
道
路

は
整
備
さ
れ
、
震
災
遺
構
の
解
体

が
進
む
。
さ
ら
地
で
説
明
し
て
も

伝
わ
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
社
で
二
つ

の
民
間
震
災
遺
構
を
所
有
す
る
一

方
、「
震
災
遺
構
と
い
う〝
も
の
い

わ
ぬ
語
り
部
〞は
重
要
だ
が
、
全
て

を
残
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
ど
う
行
動
し
て
い

く
の
か
考
え
る
時
期
が
来
た
」と
話

す
。

　
「
私
た
ち
は
ご
先
祖
さ
ま
か
ら
、

バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
こ
こ
ま
で
生

き
て
い
る
」と
力
を
込
め
る
。
南
三

陸
町
で
話
を
聞
い
た
人
た
ち
が
第

２
の
語
り
部
と
な
り
、
震
災
伝
承

を
、
バ
ト
ン
を
次
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
こ
と
を
願
い
、
き
ょ
う
も

伝
承
活
動
に
ま
い
進
す
る
。
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宮
城
県
南
三
陸
町
に
あ
り
、
雄
大
な
志
津
川
湾
を
望
む「
南

三
陸
ホ
テ
ル
観
洋
」。
創
業
者
の
チ
リ
地
震
津
波
の
被
災
経
験

を
基
に
、
高
台
の
固
い
岩
盤
の
上
に
あ
る
。
震
災
後
は
避
難
者

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
最
大
１
０
０
０
人
ほ
ど
を
受
け
入
れ
、
避

難
所
の
機
能
を
果
た
し
た
。
２
０
１
１
年
夏
に
は
、
町
の
沿
岸

部
を
巡
り
な
が
ら
被
災
体
験
を
伝
え
る「
語
り
部
バ
ス
」の
運
行

を
開
始
。こ
れ
ま
で
の
利
用
者
は
延
べ
42
万
人
以
上
を
数
え
る
。

3.11伝承ロード

語
り
部
バ
ス

語
り
部
バ
ス 

学
び
の
場
に

学
び
の
場
に

「
南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋
」お
か
み
の
阿
部
さ
ん

ホテルが保存する民間震災遺構「高野会館」を見学する語り部バスの乗客

こ
こ
で
生
き
て
い
く

支え合いの心を原動力に

ホテルが避難所として機能していた頃の住民の
様子を捉えた写真を紹介する阿部さん



　

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
と
い

う
危
機
的
な
複
合
災
害
に
立
ち
向

か
っ
た
相
馬
市
。
震
災
直
後
に
掲

げ
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
は「
各
世

代
に
お
け
る
被
災
者
の
人
生
設
計

を
可
能
に
す
る
」。
具
体
的
に
は「
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
未
来
」「
青

壮
年
に
は
安
全
な
居
住
環
境
と
安

定
し
た
雇
用
」「
高
齢
者
が
安
心
で

き
る
老
後
」を
実
現
す
る
こ
と
を
使

命
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

震
災
翌
年
に
開
設
し
た「
相
馬
井

戸
端
長
屋
」は
、「
孤
独
死
を
出
さ

な
い
」と
の
思
い
で
整
備
し
た
高
齢

者
向
け
集
合
住
宅
。
各
戸
に
ト
イ

レ
、
浴
室
、
キ
ッ
チ
ン
は
あ
る
が
、

洗
濯
機
を
置
く
場
所
は
あ
え
て
設

け
て
い
な
い
。
昔
の
長
屋
が
井
戸

を
共
有
し
た
よ
う
に
、
ラ
ン
ド
リ
ー

ル
ー
ム
を
設
け
て
入
居
者
が
自
然

と
顔
を
合
わ
せ
、
声
を
掛
け
合
え

る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　

１
日
１
回
は
食
堂
に
集
ま
り
同

じ
食
事
を
味
わ
い
、
共
有
ス
ペ
ー

ス
の
掃
除
も
共
同
で
行
う
な
ど
、

入
居
者
同
士
が
支
え
合
っ
て
暮
ら

す
こ
と
で
引
き
こ
も
り
や
孤
独
死

を
防
止
す
る
。

　

さ
ら
に
相
馬
市
が
整
備
し
た
災

害
公
営
住
宅
３
２
５
棟
の
う
ち

３
１
６
棟
は
ア
パ
ー
ト
で
は
な
く

一
戸
建
て
だ
。
家
を
失
っ
た
人
の

多
く
は
沿
岸
の
原
釜
、
尾
浜
、
磯

部
地
区
で
長
年
暮
ら
し
て
き
た
住

民
だ
。「
ア
パ
ー
ト
で
は
落
ち
着
か

な
い
だ
ろ
う
」と
昔
な
が
ら
の
切
り

妻
屋
根
の
和
風
住
宅
を
整
備
し
た
。

　

将
来
の
生
活
再
建
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
相
馬
市
は
被
災
自
治

体
と
し
て
は
い
ち
早
く
、
希
望
す

る
入
居
者
に
土
地
ご
と
住
居
を
払

い
下
げ
る
方
針
も
示
し
た
。

　

こ
の
11
年
間
で
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
は
、
ほ
ぼ
完
了
。
今
後
は

引
き
続
き
、
風
評
対
策
や
被
災
者

の
心
の
ケ
ア
、
震
災
遺
児
・
孤
児

の
サ
ポ
ー
ト
、
交
流
人
口
の
拡
大

と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
課
題
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

カ
レ
イ
や
ヒ
ラ
メ
な
ど
年
間
を

通
し
て
多
く
の
魚
介
類
を
水
揚
げ

し
て
き
た
松
川
浦
漁
港
は
、
原
発

事
故
の
影
響
で
操
業
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
９
年
間
の
試
験
操

業
を
経
て
、
昨
年
４
月
に
よ
う
や

く
本
格
操
業
を
見
据
え
た
拡
大
操

業
へ
移
行
し
た
。

　

水
揚
げ
し
た
魚
は
放
射
能
検
査

装
置
を
使
っ
て
自
主
検
査
を
行
う
。

科
学
的
に
影
響
が
な
い
わ
ず
か
な

値
で
も
検
知
・
測
定
さ
れ
れ
ば
風

評
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
、
今

後
も
風
評
払
拭
に
向
け
て
知
恵
を

絞
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
昨
年
10
月
に
は「
相
馬
復
興
市

民
市
場　

浜
の
駅　

松
川
浦
」が

オ
ー
プ
ン
。
昨
年
９
月
ま
で
の
お

よ
そ
１
年
間
で
延
べ
21
万
人
が
来

場
し
、
相
馬
市
の
観
光
業
は
も
と

よ
り
産
業
・
商
業
面
で
も
後
押
し

し
て
い
る
。

　
「
相
馬
市
の
復
興
が
こ
こ
ま
で
進

ん
で
き
た
の
も
、
復
興
事
業
に
関

係
し
た
あ
ら
ゆ
る
人
と
、
何
よ
り

市
民
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し

得
た
こ
と
。
人
は
一
人
で
は
生
き

ら
れ
な
い
。
相
馬
市
が
誇
る
支
え

合
い
の
心
が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
原
動
力
に
な
る
」と
立
谷
市
長

は
前
を
向
く
。

観光客でにぎわう「相馬復興市民市場 浜の駅 松川浦」
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語
り
部
バ
ス 

学
び
の
場
に

馬
場
野
山
田
地
区
に
２
棟
、磯
部
地
区
・
原

釜
地
区
・
細
田
東
地
区
に
各
１
棟
整
備
し
た

「
相
馬
井
戸
端
長
屋
」

3.11伝承ロード

支え合いの心を原動力に支え合いの心を原動力に
市民と共に乗り越えた複合災害 福島県相馬市

　

震
災
翌
日
、
自
身
が
生
ま
れ
育
っ
た
原
釜
地
区
の
変
わ
り
果

て
た
景
色
に
言
葉
を
失
っ
た
と
い
う
立
谷
秀
清
市
長（
70
）。
未

曽
有
の
事
態
の
中
で
地
域
再
建
へ
向
け
た
行
動
プ
ラ
ン
を
作

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
ほ
ぼ

一
段
落
し
た
今
、
市
民
の
支
え
合
い
の
心
を
力
に
相
馬
市
創
生

の
歩
み
を
進
め
る
。

お話を伺った方
立谷秀清市長

安
全
証
明
し
風
評
払ふ

っ
し
ょ
く拭



　

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
大
島
観
光
の
玄

関
口
・
浦
の
浜
に
あ
る
。
車
は
三

陸
沿
岸
道
路
を
利
用
す
る
場
合
、

仙
台
方
面
か
ら
な
ら
浦
島
大
島
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）、
大
船

渡
方
面
か
ら
な
ら
気
仙
沼
鹿
折
Ｉ

Ｃ
で
降
り
る
と
便
利
だ
。
両
Ｉ
Ｃ

と
も
出
入
り
方
向
が
限
定
さ
れ
た

ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
の
た
め
、
乗
り
降
り

に
注
意
し
よ
う
。

　

販
売
ス
ペ
ー
ス
で
は
土
産
品
の

他
、
大
島
産
を
中
心
と
す
る
農
水
産

加
工
品
や
生
鮮
食
品
、
手
工
芸
品

な
ど
地
場
産
品
も
扱
っ
て
い
る
。
出

品
し
て
い
る
の
は
一
昨
年
に
発
足

し
た
気
仙
沼
大
島
地
場
産
品
出
荷
・

販
売
組
合
の
組
合
員
。地
元
の
漁
業・

農
業
の
生
産
者
が
多
く
を
占
め
る
。

民
宿
の
お
か
み
手
作
り
の
商
品
も

あ
る
。
蒸
し
た
カ
キ
や
ム
ー
ル
貝
、

皿
貝
、
塩
蔵
ワ
カ
メ
、
野
菜
、
コ
メ

な
ど
が
並
び
、
特
産
の
ユ
ズ
を
使
っ

た
ゆ
ず
茶
や
こ
し
ょ
う
、
み
そ
も

好
評
だ
。

　

海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
シ
ー

グ
ラ
ス
や
貝
殻
、
流
木
を
用
い
た

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
木
工
小
物
も
充

実
。
売
れ
筋
商
品
の
一
つ「
ビ
ン
玉

ス
ト
ラ
ッ
プ
」は
ガ
ラ
ス
玉
や
漁
具

の
浮
き
を
材
料
に
、
漁
師
が
網
を

編
む
技
術
を
生
か
し
て
仕
上
げ
て

い
る
。
気
仙
沼
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
海
の
子
ホ
ヤ
ぼ
ー
や
」関
連

の
グ
ッ
ズ
も
多
彩
。

　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
は
無
料
Ｗワ

イｉ‒

Ｆフ
ァ
イｉ
を
完
備
し
、
椅
子
と
テ
ー
ブ

ル
を
用
意
。
隣
接
す
る
テ
ラ
ス
と

と
も
に
、
今
年
秋
ご
ろ
ま
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
か
え
り
モ

ネ
」の
登
場
人
物
の
パ
ネ
ル
な
ど
を

展
示
し
て
い
る
。
テ
ラ
ス
の
目
の

前
に
広
が
る
穏
や
か
な
浦
の
浜
湾

も
必
見
。
大
島
の
恵
ま
れ
た
自
然

を
実
感
で
き
る
は
ず
。

　

施
設
に
は
気
仙
沼
大
島
観
光
協

会
の
事
務
所
も
入
り
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
る
。

　

運
営
す
る
気
仙
沼
市
産
業
戦
略

課
は「
販
売
ス
ペ
ー
ス
に
は
海
の
も

の
や
ユ
ズ
、
ツ
バ
キ
を
使
っ
た
大
島

な
ら
で
は
の
商
品
が
そ
ろ
い
土
産

に
も
お
勧
め
。
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ

フ
に
島
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
気
軽
に

聞
い
て
ほ
し
い
」と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　

連
絡
先
０
２
２
６（
２
８
）

９
２
５
３
。
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土
産
に
最
適 

地
場
産
品

ユ
ズ
の
加
工
品
が
好
評

気
仙
沼
大
島
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

3.11伝承ロード

　
気
仙
沼
市
本
土
と
気
仙
沼
大
島
大
橋
で
つ
な
が
る
大
島
は
紺こ
ん
ぺ
き碧

の
海
に
囲
ま
れ
た
離
島
。
三
陸
復
興
国
立
公
園
に
あ
り
、
亀
山
や

景
勝
地
の
龍
舞
崎
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
点
在
す
る
。
一
昨
年
に
誕
生

し
た「
気
仙
沼
大
島
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
」は
地
場
産
品

を
扱
う
販
売
ス
ペ
ー
ス
と
、
休
憩
が
で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

や
テ
ラ
ス
を
備
え
る
観
光
・
交
流
拠
点
だ
。

浦
の
浜
湾
を
一
望

新
装
オ
ー
プ
ン
１
周
年

多
く
の
観
光
客
が
来
訪

出
入
り
口
で
は「
海
の
子
ホ
ヤ
ぼ
ー
や
」が

出
迎
え
て
く
れ
る

販売スペースで人気商品を手に持つスタッフの皆さん

第1分類のうち、公共交通機関等の利便性が高い、近隣に有料
または無料の駐車場があるなど、来訪者が訪問しやすい施設。

第2分類のうち、案内員の配置や語り部活動など、来訪者の理解しやすさ
に配慮している施設。

●早馬神社 津波到達点 復興祈願碑
気仙沼市唐桑町宿浦75

●岩井崎龍の松　気仙沼市波路上岩井崎1-1
●東日本大震災杉ノ下遺族会 慰霊碑
気仙沼市波路上杉ノ下地内

●唐桑半島ビジターセンター・津波体験館　気仙沼市唐桑町崎浜4-3
●リアス・アーク美術館「東日本大震災の記録と津波の災害史」常設展示
気仙沼市赤岩牧沢138-5

●気仙沼市 東日本大震災遺構・伝承館　気仙沼市波路上瀬向9-1
●気仙沼市復興祈念公園　気仙沼市陣山264

第2分類 第3分類
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土
産
に
最
適 

地
場
産
品

ユ
ズ
の
加
工
品
が
好
評

気
仙
沼
な
ら
で
は
の
食

　

道
の
駅「
大
谷
海
岸
」は
三
陸
沿

岸
道
路
・
大
谷
海
岸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
車
で
１
、２
分
の
国
道
45

号
沿
い
に
あ
る
。
大
谷
海
岸
を
望

む
風
光
明
媚
な
場
所
で
、
新
し
い

施
設
は
外
観
も
館
内
も
気
仙
沼
の

顔
に
ふ
さ
わ
し
い
装
い
だ
。

　

施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
オ
ー
ル

気
仙
沼
」。
も
と
も
と
は
旧
本
吉

町
時
代
の
１
９
９
５
年
に
直
売
所

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
翌
年

に
道
の
駅
の
認
定
を
受
け
た
。
そ

の
後
の
合
併
で
気
仙
沼
市
と
な
っ

た
が
、
市
唯
一
の
道
の
駅
な
が
ら
、

観
光
や
物
販
の
面
で
市
内
を
網
羅

し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
か
っ
た
。

　

新
施
設
で
は
気
仙
沼
全
体
の
道

の
駅
と
い
う
位
置
付
け
を
打
ち
出

す
と
と
も
に
、
取
れ
た
て
の
魚
介

類
の
販
売
、
こ
こ
で
な
け
れ
ば
味

わ
え
な
い
メ
ニ
ュ
ー
や
買
え
な
い

商
品
を
用
意
す
る
な
ど
、
独
自
性

を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

産
直
市
場
の
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
に

は
魚
や
貝
、
ホ
ヤ
の
水
槽
が
あ
る
。

港
の
鮮
魚
店
の
よ
う
な
雰
囲
気
が

都
市
部
か
ら
の
観
光
客
に
好
評
だ
。

他
に
も
旬
の
新
鮮
な
魚
介
類
は
も

ち
ろ
ん
、
野
菜
や
果
物
が
豊
富
に
そ

ろ
う
。
地
の
も
の
を
使
っ
た
手
作
り

の
弁
当
や
お
に
ぎ
り
と
い
っ
た
加

工
品
を
は
じ
め
、
気
仙
沼
と
そ
の
周

辺
の
土
産
も
充
実
。
道
の
駅
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
て
い
る
。

　

カ
フ
ェ
テ
リ
ア「ｕウ

ミ

コ

コ

ｍ
ｉ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
」

で
は「
季
節
の
海
鮮
丼
」「
気
仙
沼

極
上
バ
ラ
寿ず

し司
」「
ふ
か
ひ
れ
姿
煮

ラ
ー
メ
ン
」な
ど
、
地
場
産
食
材
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
ず

ら
り
。
店
内
や
テ
ラ
ス
席
で
は
、

目
の
前
に
広
が
る
大
谷
の
海
を
眺

め
な
が
ら
食
事
が
楽
し
め
る
。
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド「
は
ま
カ
フ
ェ
」で
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
サ
メ
か
つ
バ
ー

ガ
ー
」や
、
蜂
蜜
漬
け
の
フ
カ
ヒ
レ

の
食
感
が
た
ま
ら
な
い「
ふ
か
ひ
れ

ソ
フ
ト
」な
ど
を
販
売
し
て
い
る
。

　

１
階
に
は
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー

や
、
震
災
前
に
同
駅
の
水
槽
で
飼
っ

て
い
た
魚
や
マ
ン
ボ
ウ
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
上

映
す
る
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
ト
ン
ネ
ル

も
あ
る
。
２
階
は
大
谷
海
岸
を
見

晴
ら
せ
る
展
望
デ
ッ
キ
だ
。

　

小
野
寺
正
道
駅
長（
65
）は「
訪
れ

た
お
客
さ
ま
が
常
に
新
鮮
な
感
動

に
出
合
え
る
よ
う
進
化
さ
せ
て
い

く
の
で
、
何
度
も
気
軽
に
足
を
運

ん
で
ほ
し
い
」と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

連
絡
先
０
２
２
６（
４
４
）

３
１
８
０
。

新
装
オ
ー
プ
ン
１
周
年

多
く
の
観
光
客
が
来
訪

気
仙
沼
・
道
の
駅「
大
谷
海
岸
」

マ
ン
ボ
ウ
の
マ
ー
ク
が
シ
ン
ボ
ル
の
道
の
駅「
大
谷
海
岸
」

朝から買い物客が立ち寄る産直市場
の物販コーナー

気仙沼市内の震災伝承施設 東日本大震災から得られた実情と教訓を伝承する施設で、第１～３分類に該当する施設。

●神の倉の津波石 気仙沼市唐桑町神の倉 ●津波石碑（昭和8年3月3日 大震嘯災記
念）  気仙沼市唐桑町竹の袖（賀茂神社境内） ●津波石碑（大震嘯災記念） 気仙沼市三ノ浜
（鶴ヶ浦）（県道大島浪板線脇） ●津波石碑（大震嘯災記念） 気仙沼市二ノ浜（梶ヶ浦）（県
道大島浪板線脇） ●津波石碑（大震嘯災記念） 気仙沼市浪板（吉田鉄鋼所前、個人宅地
内） ●命のらせん階段（旧阿部家住宅） 気仙沼市内の脇2-133-1 ●震災伝承看板「津波
を受けても落ちなかった橋（二十一浜橋）」  気仙沼市本吉町二十一浜〈二十一浜橋〉

下記の項目のいずれか一つ以上に該当する施設。
①災害の教訓が理解できるもの
②災害時の防災に貢献できるもの
③災害の恐怖や自然の畏怖（いふ）を理解できるもの
④災害における歴史的・学術的価値があるもの
⑤その他、災害の実情や教訓の伝承と認められるもの

第1分類

　
気
仙
沼
市
の
道
の
駅「
大
谷
海
岸
」は
、
震
災
か
ら
10
年
の
節

目
と
な
る
昨
年
3
月
の
新
装
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
周
年
を
迎
え

る
。
津
波
で
甚
大
な
被
害
に
遭
い
、仮
設
店
舗
で
営
業
を
開
始
。

４
度
の
引
っ
越
し
を
経
て
、よ
う
や
く
開
業
し
た
常
設
店
舗
だ
。

気
仙
沼
観
光
の
玄
関
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
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高田松原の証し 奇跡の一本松（陸前高田市）

　あの日の被災地。春まだ遠く、地域によっては雪がちらつい
た。這いつくばるように迫ってきた津波が、幾度も沿岸部を襲っ
た。残された光景を目にして涙を拭い、春はもうやって来ないと
思った。
　陸前高田市の高田松原は震災前、広田湾に面して緩やかな
弓状の約2㌔にわたり、7万本ほどの松林が広がる景勝地だっ
た。あの日、津波は松林を根こそぎなぎ倒し、のみ込んだ。砂浜も
津波や地盤沈下でほとんどが失われた。震災後は生き延びた
木が数本あったというが、壊滅した海岸の西側に残った「奇跡
の一本松」は、まるで高田松原の証しとなることを運命づけられ
ていたかのようだ。
　しかし生育へのダメージは大きく、生きたままの状態は無理
だった。専門家の手による保存作業を経て、高田松原津波復興

祈念公園のモニュメントとして残されている。
　公園には東日本大震災津波伝承館や道の駅高田松原などが
あり、各地から震災・防災学習の生徒も訪れる。奇跡の一本松
に足を運び「思っていたより高いね」「この１本だけが残ったの？」
などと口にしながら、まぶしそ
うに見上げる。
　青春の思い出に、ここで見
た海を、一本松を、伝承館で
学んだことを忘れず、後世に
もつなげてほしい。
　あの日から11年を迎える。
冬の寒さ厳しい東北にも、必
ず春は巡ってくる。

所在地
陸前高田市気仙町字土手影180
（高田松原津波復興祈念公園）

奇跡の一本松奇跡の一本松
旧気仙中学校旧気仙中学校

陸前高田市役所陸前高田市役所

高田松原津波復興
祈念公園

高田松原津波復興
祈念公園

141
45

340

陸前高田IC MAP

台湾を対象にした「3.11伝承
ロード」のプロモーション事業

　3.11伝承ロード推進機構では、東北運輸局の補助事業として2020年
度から「台湾を対象にした『3.11伝承ロード』のプロモーション事業」を実
施している。21年度は台湾メディア4社を招請し、福島と宮城の震災伝承
施設や観光施設を紹介した。
　昨年12月1～4日に行われ、JR郡山駅を出発。福島県内は高柴デコ屋
敷、コミュタン福島、ワンダーファーム、スパリゾートハワイアンズ、いわき
震災伝承みらい館、東日本大震災・原子力災害伝承館、とみおかアーカイ
ブ・ミュージアムなどを見学し、相馬市の復興状況も視察した。宮城県内
は山元町震災遺構・中浜小学校、南三陸町震災復興祈念公園とさんさん
商店街、みやぎ東日本大震災津波伝承館などを一巡し、途中で語り部バス
ツアーや海の見える命の森での植樹体験も行い、JR仙台駅で解散した。

～台湾メディアを招請したファムトリップ*を紹介～
*ファムトリップ（FAMトリップ）とは、観光地の誘致促進のため、ターゲットとする国・地域の旅行事業者やブロガー、メディアなどに現地を視察してもらうツアー 

各スポットでの参加者の反応など

【高柴デコ屋敷】台湾の人気俳優の（故）小鬼さんが、かつてこの場所で三春駒の絵付け体験をしたストーリーを話題にできる。
【コミュタン福島】放射能について子どもでも分かりやすい展示で、とても勉強になる。
【東日本大震災・原子力災害伝承館】（発電所の展示物や映像を見て）もっと時間をかけて見学したい。
【とみおかアーカイブ・ミュージアム】原発事故による街からの避難映像に心を打たれた。
【相馬市】台湾の義援金で建てられた相馬井戸端長屋を視察。
【山元町】山元町震災遺構・中浜小学校での90人の命を守った学校のストーリーに耳を傾けた。
【南三陸町】台湾からの義援金で再建された南三陸病院を視察。
【石巻市】石巻市長との意見交換会を実施。市長と一緒に食べた釜飯がとてもおいしいと高評価だった。

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館

相
馬
市
伝
承
鎮
魂
祈
念
館


